
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 東洋大学福祉社会デザイン学部鈴木崇之ゼミナール 

実施内容 児童虐待防止啓発のプレゼンテーション等 

➀事前に取り組んだ内容 

 東洋大学福祉社会デザイン学部子ども支援学科の鈴木崇之ゼミナールは

保育士、幼稚園教諭、社会福祉士の資格取得を希望する学生が集まってい

る。ゼミ生はそれぞれの資格取得状況に合わせて、児童福祉施設などで実

習を行い、児童虐待の現状を理解した上でオレンジリボン運動に臨んでい

た。また、オレンジリボン運動実施直前には過去のゼミ生が行った運動の

状況を映像資料で学び、オレンジリボン運動に関する講義を担当教員から

受けるなどの事前準備を行った。 

 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 
2024 年 8 月 24 日（土）には、大学のオープンキャンパス「在校生と学ぼう」企画に

おいて「子ども虐待の無い社会をめざして ─みんなで作ろう！手作りオレンジリボ

ン・ストラップ─」という体験企画を 2 回実施し、児童虐待の現状やオレンジリボン運

動についてのプレゼンの後、オレンジリボンストラップを受験希望高校生たちと手作り

した。 

2024 年 11 月 13 日（水）には東京都北区役所と共催で、赤羽ララガーデンにて、オ

レンジリボングッズを配布し、児童虐待防止の啓発活動を実施した。 

 

③オレンジリボン運動を終えて・・・   
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例年のオレンジリボングッズ

配布活動のみならず、今年度は

オープンキャンパスにて児童虐

待防止のプレゼンテーションを

実施する機会を得ることができ

た。 

ゼミ生にとっては学生自身か

らの言葉で児童虐待の現状と防

止への想いを伝える機会とな

り、聴講者となった高校生にと

っては、大学生の先輩の学びの

様子と共にオレンジリボン運動

の意義を学ぶ機会となった。 

令和６年度 

学生によるオレンジリボン運動 

東洋大学鈴木ゼミ 実施報告書 



 


